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本論文は、 19世紀イギリス小説を代表するディケンズの後期小説 8 編を取り上げ、時間意識の流動性、テクストと
して表象される世界と人間存在、主体の確立と崩壊という斬新なテーマが複合的に展開するありょうを追究すること
により、ディケンズ後期小説の特質を鮮やかに解明した。 19世紀リアリスム小説の典型と見られてきたディケンズ小
説において、この伝統的なリアリズム小説の枠組みから逸脱する面に注目し、そこにモダニズム的な小説の詩学の萌
芽が潜んでいることを、作品の綿密な読みにもとづき説得的に解明した功績は高く評価されねばならな L 、。さらに、
従来のディケンズ小説研究においては、小説作品個々の分析に終始する傾向があって、小説相互の連関を論じた研究
があまり見られないという状況を考慮すると、論者が「ピカレスクとの決別」を指摘し、その「変貌」の相を跡つnt
ることによって、結果的にはディケンズの全小説15編を一つのパースペクティヴのもとに捉えることに成功した本論
文は、注目に値する独創的な試みといえよう。
ただし、本論文において問題がないわけではな L、。ディケンズ後期小説の特質として、人間の深層に潜む明確には
把握できない暗い破壊的エネルギーや無意識の発見という興味深い指摘を行ってはいるが、これを作品分析を通して
説得的に提示するには、さらなる精綾な読みとアプローチの工夫が求められよう。また、テクスト、主体、自己など
の重要な概念に関わる言葉・用語の使用において、ときにその輪郭が不鮮明になることがあるo また、論に繰り返し
が多少見られるのも惜しまれる o
しかし、これらの点は望萄のごときもので、本論文の本質的な価値を損なうものではな L、。よって、本審査委員会
は本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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